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研究成果の概要：大腸癌術後患者の術後サーベイランス内視鏡において、6ｍｍ以下の大腸ポリ

ープ 500病変が軽・中等度異型腺腫と内視鏡診断され、経過観察された。このうち 412 病変で

内視鏡が実施され、腫瘍径・形態の経時的変化が評価された。腫瘍径の変化は、不変 71％、増

大 15％、縮小 3％、再発見不可 11％であり、明らかな形態を示したものもほとんどなかった。 

 

交付額 

                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

2005 年度 1,100,000   0    1,100,000   

2006 年度 700,000   0    700,000   

2007 年度 700,000   210,000    910,000   

2008 年度 700,000   210,000    910,000   

  年度    

総 計 3,200,000   420,000    3,620,000   

 
 

研究分野：医歯薬学 

科研費の分科・細目：外科系臨床医学・消化器外科学 

キーワード：大腸腺腫・大腸癌術後・大腸内視鏡検査・マイクロアレイ  

 
１．研究開始当初の背景 

すべての大腸腺腫が高率に癌化するわけで
はなく、腺腫と癌の発生率の検討から、一部
の腺腫のみが癌化すると考えられ、癌化する
腺腫と癌化しない腺腫の間にはなんらかの
遺伝子的相違が想定されている。 
 

２．研究の目的 

大腸の小腺腫を対象として、前向きに無処置
として経過観察することにより、その自然経
過を明らかとし、“腫瘍経が増大した大腸腺
腫”と“腫瘍径が増大しない腺腫”と間にあ
る遺伝子的背景の相違を解明する。 
 

 

３．研究の方法 

大腸癌術後患者において 6ｍｍ以下の大腸腺
腫を切除しないで、病変の径・形態などを定
期的に経過観察した。経過観察中に、増大し
た病変や組織学的異型度の増大が疑われる
病変は切除し、変化のない病変を対照群とし
て分子生物学的検討を行った。 
 
４．研究成果 
6ｍｍ以下の大腸ポリープ 412 病変で内視鏡
による経過観察が実施された。腫瘍径の変化
は、不変 71％、増大 15％、縮小 3％、再発見
不可 11％であった。切除された 18 病変にお
いてマイクロアレイ法による検索が試みら
れたが、まだ予備実験の段階にある。 
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